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情報
ボックス

〜
歴
史
民
俗
資
料
館
の
続
き
〜

②
見
学
会
「
古
堤
街
道
を
あ
る
こ
う
」

3
月
10
日
㈰
午
後
1
時
　
●
集
合
場
所
＝

鴻
池
新
田
駅
改
札
口
前

　

諸
福
か
ら
住
道

ま
で
歩
き
、
街
道
沿
い
の
歴
史
遺
産
を
市
民

学
芸
員
が
案
内
し
ま
す
　

30
人
　

100
円

②
1
月
5
日
午
前
10
時
か
ら
電
話
か
来
館

聴
覚
：
午
後
2
時
〜
4
時
　

ま
〜
る
い
巾

着
　

200
円

⑨
バ
リ
ア
フ
リ
ー
シ
ネ
マ

1
月
28
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
2
時

〜
4
時
　

「
男
は
つ
ら
い
よ
葛
飾
立
志
篇
」

大
東
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
806
・
1

3
3
1 

806
・
1
3
3
3
 

ｄａｉｔｏｕｓｅｉｋａ
ｔｕｓｉｅｎｎ@sunny.ocn.ne.jp

地
域
集
会

大
東
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

②
〜
⑧
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

①
障
害
年
金
の
無
料
相
談
（
申
込
要
）

②
書
き
初
め

　

1
月
7
日
㈪

③
と
も
し
び
交
流
会

１
月
9
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
　

視
覚

障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
も
し
び
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

④
お
か
り
な

1
月
9
日
㈬
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
　

15
人
　

⑤
家
庭
料
理

視
覚
：
1
月
16
日
㈬
、
肢
体
：
1
月
17
日

㈭
、
聴
覚
：
1
月
18
日
㈮
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
正
午
　

白
菜
で
卵
丼
　

300
円

⑥
サ
ロ
ン

視
覚
：
1
月
16
日
㈬
、
聴
覚
：
1
月
18
日

㈮
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
　

交

流
　

100
円

⑦
ク
ラ
フ
ト

1
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
　

切
り

紙
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　

100
円

⑧
手
芸

1
月
25
日
㈮
肢
体
：
午
前
10
時
〜
正
午
、

と　き ところ

1月11日㈮午後7時 西諸福公民館

   19日㈯午後7時 緑が丘公民館

   25日㈮午後7時 平野屋公民館

一
人
ひ
と
り
の
「
気

づ
き
」
が
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
温
か
い
見
守
り

と
相
互
支
援
を
進
め
る

こ
と
の
大
切
さ
を
テ
ー

マ
に
し
た
、ビ
デ
オ「
親

愛
な
る
、
あ
な
た
へ
」

の
観
賞
と
懇
談

人
権
啓
発
室
☎
870
・

9
0
6
1

「
天
然
の
氷
づ
く
り
の
龍
間
ム
ラ
」 
第34話

大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
18

―
「
夏
に
か
き
氷
が
食
べ
た
い
、ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
―
も
し
、明
治
初
期
だ
っ
た
ら
、こ

の
問
い
に
ど
う
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。こ
の
答

え
を
大
東
市
龍
間
の
氷
造
り
に
求
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
龍
間
は
、八は
ち
け
ん
や

軒
屋
浜は
ま

（
現
在
の
天
満
橋
付
近
）

か
ら
舟
を
使
っ
て
住
道
ま
で
お
よ
そ
2
時
間
、

さ
ら
に
徒
歩
で
2
時
間
の
大
阪
平
野
を
見
下

ろ
す
生
駒
山
系
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
古
く
は
７１７
年
〜
７２４
年
の
養
老
年
間
に
「
更さ
ら

浦ら

氷
所
」（
現
大
東
市
・
四
條
畷
市
域
と
推
定
）

が
あ
っ
た
こ
と
が
、平
城
宮
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
木
簡
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、河

内
国
讃さ
ら

良ら

郡
讃
良
の
氷ひ

室む
ろ
と
し
て
、９２７
年
成
立

の
「
延え
ん

喜ぎ

式し
き

」や
平
安
時
代
末
の
「
朝
ち
ょ
う

野や

群ぐ
ん

載さ
い

」な
ど
に
も
記
録
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
氷

室
で
で
き
た
氷
は
宮
中
に
運
ば
れ
、「
削
り
氷
」

と
し
て
食
さ
れ
、あ
る
い
は
遺
体
の
保
存
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、一
般
の
人
が
夏

場
の
氷
を
口
に
す
る
の
は
、

明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
す
。幕
末
期
よ
り
、富

士
山
腹
や
岩
手
県
宮
古
か

ら
横
浜
へ
、氷
の
搬
送
が
試

み
ら
れ
ま
し
た
が
、搬
送
手

段
を
確
立
で
き
ず
に
失
敗

の
連
続
で
し
た
。明
治
初
年
に
な
り
、よ
う
や
く

函
館
五ご
り
ょ
う
か
く

稜
郭
の
氷
を
横
浜
へ
運
ぶ
こ
と
に
成
功

し
、全
国
的
に
氷
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
関
西
で
は
、先
に
述
べ
た
古
代
の
氷

室
が
復
活
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
一
つ
で
あ
る
龍

間
の
製
氷
権
は
、明
治
23
年
、「
龍
り
ゅ
う

紋も
ん

氷
室
」と
い

う
会
社
が
掌
握
し
ま
す
。同
社
が
大
阪
に
機
械
製

氷
の
工
場
を
つ
く
る
明
治
40
年
代
ま
で
が
、龍
間

の
天
然
氷
の
黄
金
時
代
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
龍
間
は
、標
高
が
高
い
だ
け
で
な
く
、消
費
地

ま
で
の
距
離
の
利
点
と
輸
送
手
段
が
あ
れ
ば
こ

そ
、氷
造
り
に
適
し
て
い
た
の
で
す
。

　
龍
間
神
社
の
境
内
に
、「
天
然
氷
記
念
」と
あ
る

灯
籠
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
5
年
と
い

う
奉
納
年
は
、氷
造
り
の
終
焉
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

（
大
東
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）天然氷記念灯籠（龍間神社）

自
立
支
援
協
議
会
サ
ブ
協
議
会
学
習
会

「
親
亡
き
後
の
地
域
生
活
に
つ
い
て 

P
a
r
t
Ⅱ
」

1
月
21
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

市
民
会
館
　

1
部
：
講
演
会
「
親
亡
き
後

の
地
域
生
活
に
つ
い
て
」〜
福
祉
制
度
に
お
け
る

現
状
と
課
題
〜
、2
部
：
ひ
と
り
暮
ら
し
の
生
活

と
ケ
ア
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
つ
い
て
　

1
部
：

大
阪
府
障
が
い
者
相
談
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
左

古
久
代
さ
ん

　

障
害
当
事
者
と
家
族
・
支
援

者
　

先
着
200
人

　

　

手
話
通
訳
あ
り

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ

ら
」
☎
875
･
3
9
6
9
 

800
･
6
0
5
1

そ
の
他
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